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第 6 回 新たな地域コミュニティのあり方に関する研究会 議事概要 

 

日 時：2025 年 12 月 25 日（木） 17：30～19：30 
場 所：都市センターホテル 7 階 705 会議室 

出席者：名和田是彦 座長（法政大学 法学部 教授）、石井大一朗 委員（宇都宮大学 地域デ

ザイン科学部 教授）、小島聡 委員（法政大学 人間環境学部 教授）、中村茂 委員

（川崎市文化財団 理事長）、藤井多希子 委員（国立社会保障・人口問題研究所 社
会保障基礎理論研究部 部長） 

    米田研究室長、加藤主任研究員、野澤研究員、中山専門研究員、吉澤研究員、石垣

研究員（日本都市センター） 
議 事：〇開会 

     ・冒頭説明（資料確認等を含む） 

    ○現地調査報告 

     ・神奈川県真鶴町、群馬県大泉町調査の概要報告（事務局） 

    〇最終報告書の構成・内容等に関する協議 

     ・報告書各章の構想・内容の説明 

     ・報告書全体の構成・内容に関する協議 

     ・報告書のタイトルをめぐる協議 

    〇今後のスケジュールについての確認 

     ・入稿・校正等についての日程の確認 

    ○閉会 

 

議事概要： 

１．現地調査報告 

○ 神奈川県真鶴町、群馬県大泉町調査の概要報告 

・ 事務局より、10 月に行われた神奈川県真鶴町への調査、および群馬県大泉町への

調査に関する詳細が報告された。これらの内容については、2026 年 3 月に刊行さ

れる研究会報告書にて公開される。 
 

２．最終報告書の構成・内容等に関する協議 

〇 報告書各章の構想・内容の説明 

・ 執筆担当者の座長・委員より、現時点での章の構成および内容についての報告や説

明が行われた。 
・ 各章の報告および説明を受けて、座長・委員間で質疑応答が行われた。 

 
〇 報告書全体の構成・内容に関する協議 
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・ 研究会報告書の構成について、前項で発表された報告や内容を踏まえ、章題や章立

てについての協議・調整が行われた。 
・ 複数の章に登場するいくつかの専門用語・単語について、執筆者間での定義や概念

のすり合わせが行われた。 
 
〇 報告書のタイトルをめぐる協議 

・ 報告書のタイトル案について協議が行われ、現時点でのタイトル案が決定された。

最終決定については、第 7 回研究会にて行うこととなった。 
 
２．今後のスケジュールについての確認 

○ 入稿・校正等についての日程の確認 

 事務局より入稿日についての説明が行われた。そのほか、校正の回数や目安となる

期間についても、スケジュール表を用いて事務局より説明がなされた。 
 報告書の刊行については、2026 年 3 月末を予定している。 

 

３．その他 

 第 7 回研究会は 2026 年 1 月 23 日に実施することが確認された。第 7 回ではその

時点での原稿等を提出し、各章の具体的内容の検討、および章をまたいでの内容等

の調整が行われる。 
→ 第 7 回研究会は予定通り 2026 年 1 月 23 日に開催された。内容の詳細について

は、第 7 回の議事概要を参照のこと。 
 

（文責：日本都市センター） 


